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自分ごと化会議とは①

【目的】

⚫ 身近な問題を政治・行政任せにせず、住民自らが自分ごととして市の状況を知り意見を出し合う。

⚫ 行政の取組について具体的に考え、課題解決を目指す。

【基本的な考え方】

（１）参加する住民の選び方が無作為抽出

⚫ 住民基本台帳や選挙人名簿から、無作為に抽出した住民に案内を送付し、応募のあった人が委員と

して参加する。

（２）地域の課題について、生活から見える現象をもとに住民間で議論

⚫ 進め方のシナリオは一切作らない。参加する住民の発言から論点が生まれ議論を発展させていく。

⚫ 行政への批判だけではなく、提案するための議論になるよう、外部の人間がコーディネーターを務め

る。コーディネーターは安心して議論できる環境を作る。

（３）「個人でできること」「地域でできること」から考える

⚫ 行政や各種団体への要望に終始するのではなく、課題解決のためにまずは自分たちでできることから

考える。

⚫ 「言いっぱなし」で終わらないように、参加者は具体的な課題とその改善策を記入する。

住民の生活実感が議論の入口
「何をすべきか」ではなく「自分はどうありたいか」の議論
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行政への住民参加の手法

これまで

行政

これから

公募方式
広報紙等で募集し、住民からの応募に
よって決める方法。

＜特徴＞
意識の高い人の声を聞くことができる一方で、
利害関係者が手を挙げたり、参加者が特定
の人に固定化する傾向。

推薦・一本釣り方式
団体からの推薦や首長の一本釣りで決め
る方法。

＜特徴＞
専門性の高い人や地域の有力者を選ぶこと
ができる一方、毎回団体の長を選ぶことによ
る形骸化や参加者の固定化などの課題あり。

公募方式

推薦・一本釣り方式

無作為抽出方式
無作為で抽出した住民に案内を送付し、その中の
希望者が行政の取組みに参加する方法。

＜特徴＞

行政と接点の少なかった人、参加を躊躇
していた人など、広範な住民の参加を望
める。

参加手法を一つ追加するだけで、住民と行政の距離が大きく近づくことが期待できる。

行政
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南陽市自分ごと化会議の参加者の役割

① 自分ごと化会議委員（無作為に選ばれた住民）
テーマである『南陽市中学校の教育環境』について、現状を把握し、普段の生活から感じることなどをもと
に住民間で議論する。議論しながら感じたことを「改善提案シート」にまとめる。

② コーディネーター（進行役・構想日本）
議論の進行役および論点整理、必要に応じて論点の提示、事実関係の確認などを行う。

③ ナビゲーター（外部の視点からの論点提示役・外部有識者）
議論を行う際の論点提示役。専門的視点からの意見や視点の提供を行う。

④ 南陽市職員
テーマに関係する職員が、地域の現状や行政の取組みなどについて

委員に説明や、必要に応じて会議委員との議論に参加。

⑤ 事務局（南陽市：みらい戦略課）
全体の進捗管理。必要に応じて発言。
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全体の流れ

会議全体の趣旨
を理解する

集約に向けた
議論

＜第1回＞

● 会議の趣旨説明

● 担当課から現状・課

題報告、意見交換等

● 自己紹介、参加動機

を話し、お互いのメン

バーを知る

● 委員が日常生活で感

じる課題や解決策に

ついて議論。

● アンケートの記入

＜第4回＞

● 第3回の「改善提案シー

ト」のまとめ（提案書の素

案）に対して、更に意見

を出し合い、集約につな

げていく。

● これらをまとめたものが

会議としての提案書とな

る。

テーマに関する
課題や改善策を

議論

テーマに関する
課題や改善策を

議論

＜第2回＞

● 前回の振り返り

● 質問への回答

● 初回で出た意見をも

とに議論を進める

● 議論した内容を「改善

提案シート」に記入す

る。

＜第3回＞

● 提出された「改善提案

シート」を整理し「中間と

りまとめ」を作成。それを

参考にしながら、課題の

議論をさらに深める。

● ナビゲーターを招致し、

経験談や他の視点から

の情報を話してもらうこ

とで議論の幅を広くする。

● 議論した内容を「改善提

案シート」に記入する。



改善提案シート
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会議において議論をする中
で考えた
・現状の課題と
・その課題を解決する方法
を記載

第2回、3回
で記載


